
平成22年度事業報告

　1．平成22年度（4月1日〜 9月30日）事業の概要

　2． 助成事業

　　�平成22年2月17日開催の理事会・評議員会にて決定した平成22年度事業計画のうち、
当期間内（平成22年4月1日〜 9月30日）に実施した事業は以下のとおりである。

　　（1） 研究助成（寄附行為第4条−1）
　　　a．募集期間：平成22年4月1日〜 5月31日
　　　b．�応募数：175件の応募について、選考委員による書面審査を行った。選考委員

会は11月に開催され、12月の理事会にて決定予定。
　　（2） 海外共同研究支援助成（寄附行為第4条−2）
　　　a．募集期間：平成22年1月15日〜 2月28日
　　　b．�選考過程：24件の応募について選考委員による書面審査の上、4月21日に選考

委員会を開催して選考を行った。
　　　c．�決定：この選考結果を6月11日開催の理事会にて検討し、助成対象7件を決定し、

直ちに応募者に合否を通知した。採択者に対する助成金の支払いは、平成22年6
月より実施した。

事業名 金　　額 備　　考

研究助成
（寄附行為第4条−1） 2,000,000円 平成21年度次年度分

＠100万円×2件＊1

海外共同研究支援助成
（寄附行為第4条−2） 3,500,000円 ＠50万円×7件

研究会・シンポジウム開催助成
（寄附行為第4条−3） 1,500,000円 ＠50万円×3件

三共“フェローシップ”奨学研究助成
（寄附行為第4条−4） 9,500,000円

平成21年度分＊2

＠50万円×1回×1件（4月帰国）
＠50万円×3回×2件

平成22年度分＊3

＠50万円×3回×4件

助成費計 16,500,000円

その他助成事業費 8,534,480円

助成事業費計 25,034,480円

研究業績褒賞事業費 2,976,519円

事業費合計 28,010,999円

＊1　平成21年度採択者の次年度分として、以下の2件について、各100万円を交付した。
	 神戸大学  田ノ上拓自 氏、大阪大学  中岡良和 氏
＊2、＊3　は、別添資料3を参照



　　　d．採択者：別添資料−1に掲載
　　　e．�その他：本年度より、海外派遣助成及び海外学者招聘助成を海外共同研究支援

助成に変更した。
　　（3） 研究会・シンポジウム開催及び開催助成（寄附行為第4条−3）
　　　a．募集期間：平成22年1月15日〜 2月28日
　　　b．�選考過程：7件の応募について選考委員による書面審査の上、4月21日に選考委

員会を開催して選考を行った。
　　　c．�決定：この選考結果を6月11日開催の理事会にて検討し、助成対象3件を決定し、

直ちに応募者に合否を通知した。採択者に対する助成金の支払いは、平成22年6
月より実施した。

　　　d．採択者：別添資料−2に掲載
　　（4） 三共“フェローシップ”奨学研究助成（寄附行為第4条−4）
　　　a．募集期間：平成22年4月1日〜 5月31日
　　　c．�応募数：17件の応募について、選考委員による書面審査を行った。選考委員会

は11月に開催され、12月の理事会にて決定予定。

　　�以上、（3）以外の事業については、全国の生命科学分野の大学大学院研究科長、研究
機関長、並びに当法人の理事、評議員及び当法人の褒賞受賞者に対して推薦を依頼し
た。（3）の事業については、関東以北の地域の施設に所属している者に応募資格を与
えた。

　3．研究業績褒賞事業（第8回高峰記念第一三共賞）

　　�高峰記念第一三共賞は、当法人の理事、評議員、選考委員並びに過去の褒賞受賞者に
候補者の推薦を依頼し、以下のとおり実施した。

　　（1） 推薦期間：平成22年1月15日〜 2月28日
　　（2） �選考過程：13名の推薦書に基づき、選考委員による書面審査及び4月21日開催の

選考委員会において、第一次候補者の選考を行った。事務局にて当該候補者に対
して応募の意思の確認をした上で、応募書類の提出を依頼した。応募書類及び選
考委員会での選考結果をもとに、5月26日開催の高峰記念三共賞審査委員会にお
いて、最終候補者を選定した。

　　（3） �決定：この審査結果を6月11日開催の理事会で検討の上、褒賞対象者を決定し、

各種助成の実績

科　　目 応募件数 採択件数 採択率

海外共同研究支援助成 24 7 29％

研究会・シンポジウム開催助成 7 3 42％

合　　計 31 10 32％



直ちに応募者に合否を通知した。尚、同理事会において、褒賞の名称を高峰記念
三共賞から高峰記念第一三共賞に変更することを決定した。また、贈呈式は、明
年2月に開催する予定。

　　（4） 受賞者及び受賞研究テーマ
　　　a．受賞者：河岡義裕博士（東京大学医科学研究所教授）
　　　b．受賞研究テーマ：「インフルエンザ制圧に関する研究」

　4．高峰カンファレンス

　　�本年度より、研究業績褒賞事業の一環として位置付け、同賞受賞者の受賞研究テーマ
に関連するシンポジウム・講演会、第27回高峰カンファレンスを開催することになっ
た。明年2月に開催する予定。

　5．刊行物の発行

　　�平成20年度の研究助成及び三共“フェローシップ”奨学研究助成受領者より提出され
た成果論文をとりまとめ、11月に「第一三共生命科学研究振興財団研究報告集vol.26」
を刊行し、全国の生命科学分野の大学及び研究機関の図書館等へ交付する予定。

研究業績褒賞の実績

科　　目 推薦件数 採択件数

第8回高峰記念第一三共賞 13名 1名




